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なった。これは、主に、個体の移動分散による rescue effect によるもので、あった。遺伝子流動
による進化的な影響によっては、移動分散が中程度のとき、種数は減少し、食物網を不安定化さ
せることが明らかになった。また、移動分散が、ある程度大きいときは、進化的効果によって種
数は増大した。
これまでの進化を考慮、したモデルでは、遺伝的浮動や突然変異率の効果など重要な進化プロセ
スを考慮していなかった。本研究では、重要な進化プロセスをモデ、ル化し、食物網構造の安定性
について研究した最初の研究であり、進化生物学、群集生態学に大きく貢献する。
これらの成果は、山口和香子氏が、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している。したがって，山口和香子提出の論文は，博士(生命科学)の博士論文
として合格と認める。
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